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六 甲山の 気象 〜 日周期の 季節変化 〜

＊
三 宅 里香 （神大 ・自然）・山中 大学 （神 大 ・自然 ／　FORSGC ）

1 ．は じめ に

　 東 西 30km ， 南 北 10km
， 標 高 93L3 皿 を

最高峰とする 六 甲山地 の
， 山頂 付近 に お け

る気 象特性 に注 目 して い る．

　
一般 に 山岳 に特 有の 気象 に関す る研 究例

　も少 なか らず存在す るが
，

六 甲山地 は ， 大都

市に近接 し，か つ 海 に も近 接 した 顕著 な山

地 と し て
， 他の 研 究例 に は な い 特 徴が あ る．

また，海陸や ，山地 ・平野 が入 り組ん だ複雑

な地 形 をなす 京 阪神 地域 にお い て は ， 地 上

気象観測の 代 表性 が問題 に な る と考 え られ

　るが，定常高層観 測 もない た め，六 甲 山頂で

の 連続 観測 はそ の 代 用 と もな り得 る と考え

　られ る．

　 今回は 山頂 付近 で の 日変化 に っ い て 調 べ

た 結果 を報告する．

2 ．データ と解析方法

　 使 用 した デ ータ は ，
六 甲山小 学校（標 高

808 皿 ）に設置 した MAWS 自動気象 ス テーシ

　 ョ ン の 2002 年 1 月〜12 月の 1 年 間 の 地上

気象データで ある．

　 各 時間 で それぞれ の 日の 日平均値 か らの

差を取 り， 時間 ごとにA 平均 を求 めた ，

3 ．解析 結果

　　まず 年間を通 じ た解析 を行い
， 季節進行

に 対応 し た変化 を調 べ た ，

　 1 年 を通 じて 気圧 は半 日周期 ， 気温 は 日周

期で 変化 して い た ．気圧 の 振幅は 約 1hPa
で ， 夏に若干 小 さく， 10 時及び 21 時頃に正

偏差 が 最大 になる（図 1），気温 は最 低気 温が

現れ る時刻 が 6月 に最 も早 く，12月 に最 も遅

か っ たが，逆 に最高気温が現れ る時刻 は 6月

　に遅 く 12 月 に早い こ とか ら，季節進行 に従

っ て そ の 特徴 が 正 確 に示 され て い る こ とが

解 っ た．

　 東西 風 は 日 中西 風偏 差 ， 夜間 に 東 風 偏差

が現 れ る傾 向に ある が
， 南北風 は 月 に よ っ

て か な りば らつ い て お り ， 季節 ご との 局地

的 な影 響 を よ り強 く受 けて い ると考 え られ

　る．8 月にお け る日変化 は ，海陸風や 山谷風

で あれ ば地 形の 影響を 考慮す る と，日 中に

南風 ，夜間に 北風偏差が見 られ る と予 想 さ

れ るが，実際に は そ の よ うに は観測 されて

お らず，そ れ らとは 別 の 循環が 卓越 して い

　る の で は ない か と考え られ る．

4 ．ま とめ

　 六 甲 山山頂 付近 に お け る 日変化 が 季節 ご

　と に どう推移するの か を調べ た ，

　 気 圧 は 半 日周 期 ， 気 温及 び東西 風は 目周

期が 1年 を通 じて 卓越す るの に対 し ， 南北風

は 月 ご とに全 く違 っ た様 子 を示 したが
，

ど

の 要素 も季節進行 に伴 う特徴 を現 し て い る

　と考 え られ る．

　 今 後は なぜ 南北 風 が月 ご とに 大 き く異 な

る か ， そ れ ぞれ の 要素 が どの よ うに対応 し

て い るか を考察す る予 定で ある，
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図 L1 月（上段）と 8 月（下段）におけ る気圧

（実線），気 温 （破 線），東西 風 （□ ），南北風

（■）の 日変化．日偏差 を時間 ごとに月 平均

して い る．横軸 は 時刻 で ，ラ ベ ル は 6 時間

ご と，
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